
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師を８
０％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校
内研修等により取組の促進を図る。
・PDCAサイクルを意識した単元ごとの振り返りを
もとに、指導の工夫改善を行う。

B
・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達
成した教師が７４％だった。以上学力向上対策向上シート「マ
イプラン」を学年で共有し、学年で共通した指導やワークシー
トの活用を行い、指導の工夫を図ることができた。 B

・学力向上対策評価シートにマイプランの成果指標を達成した教師
が７０%だった。学期ごとに指導の振り返りを行い、PDCAサイクルを
意識した。マイプランを学年で共有し、学年で共通した指導の工夫、
ワークシート等の活用を図った。教科担当を決め、学習の流れや内
容を統一した。その成果として、学習効果がどのクラスにも同じよう
に得られた。

B
・マイプランに沿って実践していくのは難しいこ
とだが頑張ってほしい。 まなび部

○児童が自ら進んで学習活動に取り組
む授業の実践

〇「授業中、自ら進んで学習活動に取り
組んでいる。」と答える児童を８０％以上
にする。

・すべての児童が自律的に学習に取り組めるよ
う、業間の過ごし方や授業の進め方、授業の流
れを全校で統一して共通確認して実践する。 A

・児童の学校アンケートでは、85％の児童が、自律的に学習
に取り組んでいると答えている。業間の過ごし方がうまくでき
ていない児童が多いようなので、クラス全体で取り組むカード
などを用意し、時間を守る指導を継続したい。 A

・年間を通して児童のアンケートを肯定的に考えている児童が８５％だった。業
間の過ごし方については、カードを作り、見える化し児童が席に着いている児童
の数を調べたり賞状を渡したりして、自覚を促した。算数では、授業の流れを全
校で統一しているため、学年が上がっても戸惑いが少なく、見通しを立てること
ができた。他の教科でも学年統一したワークシートや内容で行われていた。

A
・全校で授業の流れやワークシートを統一した
取り組みの日頃からの成果が学力向上に結
びついていると思う。

まなび部

〇児童が自ら進んで取り組む家庭学習
の充実

〇「自ら進んで家庭学習に取り組んでい
る。」と答える児童を８５％以上にする。

・自学メニュー表を提示したり、自学掲示板など
で友達の自学を紹介したりして、児童が楽しんで
学習できる内容を提示し、学習意欲を高める。
・学年に応じた宿題の出し方を検討し、学年の実
態に応じた内容や量を提示する。

A
・児童の学校アンケートでは、８６％の児童が、自ら進んで家
庭学習に取り組んでいると答えている。自主学習ノートでは、
玄関や教室、廊下に掲示板を用意したことで、参考にしながら
取り組む児童が増えた。今後は、それでも書くことに戸惑って
いる児童に増し刷りをして参考になる自学を渡すなどしていき
たい。

A
・アンケートでは、自ら進んで家庭学習に取り組んでいる児童は、８３%と７月の
アンケートよりも３%減っているが、R３年度よりも１７%達成率が上昇している。自
学に関しては、参考となる手本を一人一人配ったり賞状を渡したり玄関、教室な
どに掲示したりと様々な取り組みを行った。また、自学メニュー表を活用し自学
で何をしたらよいか、迷っている児童もメニュー表の中から選択して、学習に臨
めたため自主学習へのハードルが低くなり、意欲的に行えていた。

A
・学力向上のための一つとしての家庭学習の
取り組みは、具体的なことを示すことにより子
どもも保護者も取り組みやすかったと思う。

まなび部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「児童同士が相互理解を深めるような
活動を仕組んだり指導をしたりしてい
る。」と答える職員を９０％以上にする。

・職員研修等で現在の学級経営や困り感を抱い
ている児童の現状を把握・分析をする。
・各学級での取り組みを紹介したり共有したりす
る場を設け、学級活動の質の向上に努める。

B
・全職員で、それぞれの担当学年の児童の実態や課題
を把握し、その原因や背景について情報交換など話し
合いを行った。
研修会で講師を招聘して職員の学習会を開いたうえで
今後の取り組みについて話し合い、２学期に実践して

A
・人権・同和教育の授業や友達の良いところを掲示する取り
組みもあり、「自分のいいところも友達のいいところを見つけて
いる」という質問項目に当てはまると答えた児童は85％であっ
た。「児童同士が相互理解を深めるような活動を仕組んだり、
指導したりしている。」と答える職員は90％だった。

A
・これまで以上に子どもの多様性に応じた京
井君も充実が求められるのでしっかりとした計
画立案・実践が必要になってくるのでは。

こころ部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇「友達と楽しく学校生活を送ってい
る。」と答える児童を９０％以上にする。

・毎月「こころのアンケート」を実施し、児童の心
の状態を把握し、いじめの早期発見・早期解決
に努める。
・気がかりな児童には個別の対応を継続し、毎
月の生指相会議で職員間の情報共有を図る。

B
・「友達と楽しく学校生活を送っている。」という質問項目にあてはま
ると答えた児童が９３％であった。
・毎月の「こころのアンケート」により、児童の生活の実態把握をする
ことができていた。
・気がかりな児童について、生指相会議で全体で情報共有をすること
ができたが、全職員による個別対応の仕方について更なる話し合い

A

・「友達と楽しく学校生活を送っている。」という質問項目にあてはまると答えた児童が９５％
を超えていた。
・毎月の「こころのアンケート」により、児童の抱える問題点を把握し、早期に聞き取りをした
り、指導したりすることができた。
・、生指相会議で気がかりな児童について情報共有をしたり、対応を検討したりすることに
よって、それぞれの児童に応じた対応するようになり、少しずつではあるが落ち着きが見ら
れるようになってきた。

A
・これからも全員が楽しい学校生活を送ってほ
しいものです。気がかりな子どもや目立つ児
童以外にも普通の児童への配慮も大切だと
思う。

こころ部

○整理整頓の意識付け ○「進んで履物をそろえている。」と答え
る児童を、９０％以上にする。

・委員会の児童や職員で、定期的な靴箱
チェックを行い、全校放送で称賛したり、呼
びかけを行ったりする。 B

・児童の自己評価では、８5％が意識していると答えているが、
一部の児童が進んで履き物揃えを行っている場面を見かけ
る。「シールを貼っていく」「◎△を掲示する」等，学年に応じた
視覚に訴える手立てを行う。 B

　各階のトイレスリッパの並べ方をPPで紹介したり，シールを貼る，
◎△表示をしたりするなど，視覚に訴える指導により，児童の意識が
少しずつ向上してきた。靴箱のかかと揃えは個人の取り組みだが，ト
イレの履き物揃えは集団での意識向上が必要なため，今後も手立て
を考えながら指導する必要がある。

B
・学校と家庭での開きが大きい。校内だけでな
く、家庭でも靴をそろえるように発展させて
いってほしい。

くらし部

○無言・無音掃除の徹底 ○児童が、「無言無音掃除」の必要性を
十分に理解し、「話もせず音も立てずに
掃除をしている。」と答える児童を、８
０％以上にする。

・掃除時間の前には、無言で掃除場所に移
動し，黙想で心を落ち着かせて，無言無音
掃除をするよう指導を徹底する。 B

・児童の自己評価では、72％が意識していると答えているが，
移動時間が５分間しかないため，掃除の始めが落ち着いた状
態で始まっていない。8:15教室移動，黙想の放送でその場で
立ち止まることを学校全体で意識づけを行う。また，教師が掃
除中に声を出して指導をしなくてよいように，学期初めに各学
級で指導を徹底する。

A

8：15～20の行動を職員と児童で共通理解することにより，掃除の始まりが落ち
着いて行えるようになってきた。また，学期の初めに掃除の仕方を各学級で指
導するなどして，掃除中の指導をできるだけ少なくし，無言掃除を行えるように
なってきた。児童の意識向上は感じるが，掃除場所や学年によって差がある。
また，13分間という短い時間内での，効率よい掃除の仕方の工夫も必要であ
る。

A
・学校にいつ行っても教室や廊下など整えら
れていると思う。 くらし部

●「『早寝早起き朝ごはん』を意識して生
活している。」と答える児童を、休日を含
め８０％以上にする。

・すこやか点検表の項目に「１０時までに就
寝」「決めた時刻に起床」「朝食摂取」を入
れ、長期休業前後を中心に実施する。また、
保健便り、給食便り等で、早寝早起き朝ごは
んの大切さを呼びかける。

A

・児童の自己評価では、８１％が意識していると答えている
が、実際は「遅刻が多い」「寝不足で授業中居眠りをする」「朝
ごはんを食べていない」などの児童が増えているようだ。更
に、『早寝早起き朝ごはん』の大切さをすこやか点検などで呼
びかける。

A

・児童・保護者とも自己評価では７９％が意識している
が、実際は「朝起きれなくて遅刻する」「寝不足で授業
中居眠りをする」「朝ごはんを食べていない」「菓子パン
などを食べて登校する」などの児童が増えている。特に
早寝の項目（午後１０時就寝）の達成率が学年が上が
るにつれて低くなっている傾向がある。

A

・本人が努力してもできない部分もあるので家
庭教育の大切さと学校・家庭・地域の連携・協
力も訴え続けていかないといけないと思う。個
別の指導も必要では。

からだ部

〇「高小流あいさつ」を習慣付け、学校や地
域（家庭）でも、時と場に応じて、「レベル１
『明るく元気なあいさつ』をしている。」と答え
る児童を９０％以上、「レベル２『立ち止まっ
てお辞儀をして』あいさつをしている。」と答
える児童を８０％以上にする。

・「高小流あいさつ」を周知し、毎朝、計画委員会で「あ
いさつ運動」を実施し、毎日、給食時間に「あいさつ名
人」を紹介する。学期末に「あいさつ名人」を発表し、
「あいさつ名人バッジ」と賞状を与える。
・「めざせ！あいさつ名人」のポスターを作成・掲示し、
日頃から意識できるようにする。
・毎学期初めに、あいさつ強化週間を行い、学校全体
であいさつへの意識付けを行う。

B

・児童の自己評価では、７８％が意識していると答えている
が、実際は「決まった児童だけがしている」「高学年があまりし
ない」「自分から進んでする児童が減っている」「立ちどまって
はなかなかやっていない」などの反省がある。更に、あいさつ
強化週間を行い、教師自らが率先し、学校全体で意識づけを
行っていく。

B

・児童の自己評価では、８１％が意識していると答えて
いるが、実際は「決まった児童だけしかしない」「声が小
さい」「自分から進んでする児童が少ない」「立ち止まっ
て挨拶する児童が減っている」などの反省がある。保
護者の評価も６９％で、「地域でも『高小流あいさつ』が
できるよう指導していく必要がある。

B

・学校内だけでなく、地域の大人にも安全面を
考慮しながら挨拶を行ってほしいと思う。」

からだ部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月45時間、年間360時
間）を遵守し、勤務時間を意識した働き
方を定着させる。

・学年主任と各専門部部長の分離やミドルリーダーと
しての重責化を促進し、業務の平準化を図る。
・「成績２期制」を継続実施し、評価時期には約１７日
間の特別校時を設定する。
・会議数（時間）や協議内容を精選するとともに、業務
等の役割分担による教材・資料の共有化を進める。
・退勤時刻の上限（月～木曜日19：30、金曜日18:00）

B

・月45時間を遵守している教職員が５０％と少な
い。6月に働き方に対しての意識改革を図ったが、
まだ浸透していない。引き続き、業務の平準化を
図りながら、勤務時間を意識した働き方を定着させ
る。

B

・月45時間を遵守している教職員が５３％と少ない。１０月に
働き方に対しての研修を行ったが、浸透していない。コロナ禍
を契機として、学校行事等の精選を図ったり、大規模校として
の教職員数の多さを生かした業務分担（分散）や相互サポー
ト体制、IT化を進めたりして、働きがいのある学校づくりを目指
していきたい。

B

・心身の健康は教育のひとつの武器。これを
待たずして激務な仕事に向かうのは困難であ
る。自分の健康のことを考えて仕事に子ども
に向き合ってほしい。工夫して負担軽減を
行ってほしい。

教　頭
主幹教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育
　　（郷土愛）

〇佐賀や日本の導き手を育成するため
の地域（家庭）の協働意識の向上

〇「学校は地域（家庭）と連携して、特色
ある教育活動を行っている。」と答える児
童を７５％以上にする。

・地域やＰＴＡとの連携を図り、参加・参画を依頼すると
ともに、児童が地域行事に参加しやすいように、地域
やＰＴＡからの情報を学校でも伝える。
・職員も年間３回を目標に、ＰＴＡ・地域行事（夏祭り、
文化祭など）に参加・参画する。

B
・地域と連携して，特色ある教育活動を行っていると答える児
童が５４％しかいない。地域住民の学校行事への参加を、何
とか形を変えてでもできないかと模索したが、コロナウィルス
感染拡大が収まらず、参加が実現しなかった。別の形で地域
とつながりが持てる方法を模索していきたい。

A

今年度もコロナウイルス感染防止のため、地域住民の学校行事参加が難しい
状況であるが、運動会やせんだん学級（親子ふれあい活動）、授業参観等で
PTAと連携することができている。特に公民館巡りはPTAだけでなく、公民館や
自治会とも連携できた。
・IT等を活用した連携活動を少しずつ進めることができた。職員のＰＴＡ・地域行
事へもできるだけ参加している。

A
・コロナ禍の中での地域との連携は大変苦労
があったと思います。いろいろ工夫して実践さ
れていると思います。

主幹教諭
指導教諭
教　頭

○「ほめほめ活動」

〇自己肯定感・自己有用感の高揚 〇「友達のよいところを認め、ほめてい
る。」と答える児童を８０％以上にする。

・各学級で、帰りの会等を利用して、級友を認め合う。
・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し、全校児童
を呼名してほめ合う。
・計画委員会で「ぽかぽかポスト」を設置し、「友達の
善行」「してもらってうれしかったこと」を紹介する。

A
・給食時間に「ほめほめタイム」を実施し、
「時・場・礼」の学校教育目標の観点に沿って
ほめてきた。今のところ「友達のよいところを
認め、ほめている。」と答えた児童が８２％
だった。

A

・給食時間に「ほめほめタイム」を実施し、今のところ全校児童の約９
０パーセントの児童を「時・場・礼」の学校教育目標の観点に沿って
ほめることができている。
・計画委員会は「友達の善行」「してもらってうれしかったこと」、環境
委員会は靴が並んでいた学級を給食時間に放送で紹介し、奨励して
いる。

A
・褒めながら子どもに気づかせ、意識行動を
身につけさせているのは、子ども一人一人を
見ていないとできないことで素晴らしいです。

指導教諭
教　頭
主幹教諭

○人間形成の土台づくり

〇「時を守り　場を清め　礼を正す」態度
の育成

〇「『時を守り　場を清め　礼を正す』に
気を付けて生活している。」と答える児童
を９０％以上にする。

・朝の放送、昼の放送の時、「時を守り、場を
清め、礼を正す」という言葉から始めること
で、常に児童に意識させる。 B

・朝の放送、昼の放送の時、「時を守り、場を清め、礼を正す」
という言葉から始めてきたが、「『時を守り　場を清め　礼を正
す』に気を付けて生活している。」と答える児童が８１％にとど
まった。担任からの声掛けも行う必要を感じた。

B
・朝の黙想や昼のほめほめの放送で「時を守り、場を清め、礼を正す」という言
葉を言い、常に児童に　意識させる83％の児童がことができた。
・職員も児童と同じように行動することで、黙想や無言掃除を行うことできてい
る。
・休み時間の戻りが遅い児童が少数ではあるがいるため、職員間の共通理解と
手立てが必要である。

A
・全校放送でいつも呼びかけておられるので
意識はしていると思うが、実践になるとなかな
か難しいものがある。

主幹教諭
指導教諭
教　頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●望ましい生活習慣の形成

学校名 佐賀市立高木瀬小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価では、１４項目のうちＡ評価は4項目であったが、最終評価では、Ａ評価は８項目となり、4項目が高評価となった。中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする教職員の意識化と具体的な改善（強化）策が図られたためと考える。提案する部会単独での努力ではなく、チームとして全職員が
取り組むことの大切さを実感できた。
・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着している。また、佐賀市人権・同和教育の実践交流会の研究校として進めてきたが、児童同士が相互理解を深めるような活動を仕組んだり指導をしたりしたことで、児童の自己肯定感の向上に大きな成果を得ることができた。
・学校生活ではある程度達成できている「自主学習」「履物そろえ」が、家庭生活ではなかなか実践できていない。また、相手を尊重した「さん付け」は、児童・保護者とも評価が低い傾向にあった。学校での取組内容について、より多く・より詳しく保護者に対して情報発信を行い、理解と協力を得ることが必要である。今後は「いつで

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・中間評価から最終評価への推移を見ると、B評価⇒A評価が４項目、逆にA評価⇒B評価が２項目であった。全体的に高評価が増え、教職員が中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする意識化と具体的な改善（強化）策が図られたためである。

・国語科の校内研究に熱心に取り組むことで、児童の主体性を引き出すための授業（指導法の工夫）に積極的に取り組むことができた。まなび部会を中心に、経験豊富な教員が、若手教員にノウハウを丁寧に伝えたことで、児童の学力や学習意欲の向上に大きく貢献した。

・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着しているが、その伝統を受け継ぐことがやや難しくなっている。教職員が、「児童に指導をする」という考えではなく、「児童と一緒に育つ」という意識の変化（強化）を今後も更に図っていきたい。

・「自学」を主とした家庭学習については達成率が大きく下降している。学校での取組内容について、学級・学年・学校だよりをはじめ、さまざまな機会を捉えて、情報発信を行う必要がある。また、コロナ禍で実現が困難だったPTA活動の場でも、積極的に学校の取組方針や内容について周知徹底を

２　学校教育目標
えがお　かがやく　高小の子供

～「時を守り　場を清め　礼を正す」～

３　本年度の重点目標
「郷土愛の育成」「ほめほめ活動の推進」「『時を守り　場を清め　礼を正す』の徹底」が本校の特色である。これらの特色をより強固にしながら、ますます『えがお　かがやく　高小の子供』を育てる。

〇「時を守る」・・・「時間を守る」　　〇「場を清める」・・・「整理整頓をし、清潔にする」　　〇「礼を正す」・・・「相手を尊重し、礼儀正しくする」　　〇「時・場・礼」の基盤・・・「早寝早起き朝ごはん」「高小流あいさつ」


